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～
満
ち
て
い
く
こ
の
一
年
～ 

 

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
十
二
月
に
な
る
と
、

師
（
お
坊
さ
ん
）
も
走
り
回
る
か
ら
「
師
走
」
。
で

も
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
こ
じ
つ
け
ら
れ
た
俗

説
の
よ
う
で
す
。
「
師
走
」
と
い
う
漢
字
は
当
て
字

で
、
万
葉
の
時
代
か
ら
「
十
二
月
」
と
書
い
て
「
し

は
す
」
と
読
ま
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
（
美
人
の
日

本
語
よ
り
） 

 

そ
の
語
源
は
様
々
な
説
が
あ
っ
て
、
「
し
」
は
、

仕
事
、
な
す
事
、
年
、
四
季
な
ど
。
「
は
す
」
は
、

ほ
と
ん
ど
「
果は

つ
る
」
と
解
釈
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

走
る
に
し
て
も
、
果
つ
る
に
し
て
も
、
慌
た
だ
し
い

こ
と
に
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

十
二
月
の
異
称
の
中
に
「
年 と

し

満
月

み
つ
づ
き

」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
年
が
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
思

い
で
自
分
の
一
年
が
満
ち
て
い
く
と
思
っ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

 

ど
う
か
、
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
が
、
み
ん
な

が
満
ち
足
り
た
思
い
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
！ 

「
い
つ
か
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
の
で
は
な
い
。
一

歩
一
歩
が
、
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
！
」

と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
一
年
！ 

 

積
み
重
ね
て
こ
そ
、
成
果
は
上
が
っ
て
い
く
も
の
。

こ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
こ
と
は
、
次
が
始
ま
る
こ
と

な
の
で
す
。 

新
し
く
や
っ
て
く
る
次
の
年
に
思
い

を
寄
せ
つ
つ
…
。
残
り
一
ヶ
月
、
大
晦
日
ま
で
満
ち

て
い
く
の
で
す
。 

 

三
年
一
組
担
任
浦
川
先
生
、
産
休
に
入
り
ま
す 

 

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
産
前
休
暇
に
入
ら
れ
ま

す
。
先
日
二
十
五
日
・
二
十
六
日
に
担
任
を
し
て
い

た
だ
く
北
川
綾
先
生
と
引
継
業
務
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

（
北
川
綾
先
生
の
紹
介
） 

嬉
野
小
学
校
出
身
で
、
本
校

で
教
育
実
習
を
さ
れ
た
経
験
が
あ
ら
れ
ま
す
。
住
ま

い
は
、
井
手
川
内
で
す
。
ピ
ア
ノ
演
奏
が
得
意
な
若

い
先
生
で
す
。 

こ
れ
ま
で
学
級
担
任
や
指
導
方
法
改
善
担
当
の

経
験
が
あ
ら
れ
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
浦
川
先
生
の
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
祈

り
し
ま
す
。 

嬉
野
市
教
育
の
日
（十
二
月
十
二
日

） 

（
午
前
中
の
日
程
） 

●
一
時
間
目
（
八
時
四
十
分
）
授
業
参
観 

 

●
二
時
間
目
（
九
時
三
十
五
分
）
授
業
参
観 

 

※
授
業
参
観
は
、
学
習
発
表
会
形
式
で
す
。 

●
三
時
間
目
（
十
時
三
十
五
分
）
普
通
授
業 

 

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
友
愛
セ
ー
ル
開
催 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
売

り
上
げ
は
子
供
た
ち
の
教
育
活
動
の
充
実
に
活
か
さ

れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

●
十
一
時
二
十
分
か
ら
下
校
指
導 

（
午
後
の
日
程
）
十
四
時
よ
り 

受
付
は
、
十
三
時
二
十
分
よ
り
。
全
教
職
員
・
保

護
者
・
地
域
の
方
対
象
の
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

・
場
所 

嬉
野
公
会
堂 

・
テ
ー
マ 

～
心
豊
か
な
嬉
野
っ
子
の
育
成
を
目
指
し
て
～ 

・
演
題 

「
で
あ
い
」 

・
講
師 

吉
田
祥
吾 

氏 

        

※
先
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
部
主
催
の
教
育
講
演
会

は
、
大
変
よ
か
っ
た
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
学
年
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

自分が「幸せ

になるために生

まれてきた」そ

う思っていた僕

がたくさんの人

達に出逢って変

わった。誰かと

「幸せを分かち

合うために生ま

れてきた」と、

今は心からそう

言える。～祥吾

さんの言葉より

～ 


